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４．議 事 

 （１）挨 拶 

・関東地方整備局 横浜国道事務所長 

 （２）審 議 

１）運営規則（案）について 

２）国道１号の渋滞対策の推進 

３）横浜新道、第三京浜の渋滞対策 

４）県央～横浜都心部周辺の交通の状況等について 

  

  



＜委員からの主な意見等＞ 

■神奈川県渋滞ボトルネック検討ワーキンググループ運営規則について（案） 

�   川崎国道事務所長、相武国道事務所長、相模原市 都市建設局 道路部 道路計

画課長、首都高速道路(株) 計画・環境部 計画調整課長、首都高速道路(株) 計

画・環境部 都市環境創造課長、首都高速道路(株) 計画・環境部 快適走行推進

課長を委員に追加する。 

 

■国道１号の渋滞対策の推進について 

�   戸塚警察署交差点の周辺状況や交通状況などについて整理するとともに、現

在検討している立体化の構造のイメージ案を示し、今後地元等への説明や意見

聴取を行っていくことについて、確認した。 

�   その他の交差点における渋滞対策について、対策済み箇所の整備効果を示す

とともに、現在検討している対策の概要を説明し、今後の方針について確認し

た。 

 

■横浜新道、第三京浜の渋滞対策について 

�   渋滞対策の進捗状況等について、確認した。 

 

■県央～横浜都心部周辺の交通の状況等について 

�   事業中路線の開通後の交通状況等を考慮しつつ、県央～横浜都心部周辺の交

通負荷軽減について、引き続き検討を行うこと確認した。 

�   現在事業中である新東名や圏央道が完成した後の交通の処理が課題になると

考えられるため、新東名の延伸などの将来構想についても議論を進めてほしい

旨の意見があった。 

 

■まとめ 

�   今後も引き続き、神奈川県内の渋滞対策について、検討の進捗状況を関係者と

共有しつつ、関係機関との調整や設計、工事等を進めていく。 

 

以上 


